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度を制御する遺伝子多型はヨーロッパ人の解析から 14 番染色体上の SERPINA1 お
よびその遺伝子クラスター上の多型のみが知られている。それらの多型のうち一部の



















AAT濃度における rs671と飲酒量との間には、飲酒量が多いほど rs671の血中 AAT
濃度に与える影響が強いという交互作用が認められた（p=2.2x10-4）。AAT濃度と呼
吸機能（一秒量）の関連は認められず、AAT 関連多型と呼吸機能の関連も rs671 を
除いて認められなかった。認められた rs671と呼吸機能の関連は AAT濃度で補正し
ても失われず、AATを介したものではないと考えられる。 




















アンチトリプシン濃度に関連すること、ALDH2 多型と α1 アンチトリプシン濃度と








なお、本学位授与申請者は、平成 27年 12月 17日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
